
　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
一
四
階

「
光
の
間
」（
名
古
屋
市
東
区
東
桜
一

－

一
四

－

二
五
テ
レ
ピ
ア
）
に
て
、
第
五

回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
は
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
・
三
重
県
に
拠
点
を
有
す
る

ト
ッ
プ
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異
業
種

交
流
会
。
経
営
者
同
士
の
知
識
・
情
報

の
交
換
お
よ
び
意
識
向
上
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
五
回
の
例
会
と
な
る
当
日

は
、
午
後
六
時
か
ら
受
付
を
開

始
す
る
と
共
に
出
席
者
が
続
々

と
到
着
。
正
会
員
・
準
会
員
を

含
め
中
部
地
区
で
活
躍
す
る
経

営
者
ら
が
出
席
。
今
回
は
新
会

員
な
ど
の
初
参
加
者
が
比
較
的

多
い
集
ま
り
と
な
っ
た
。

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
の
第

一
部
で
は
、
国
土
交
通
省
中
部

運
輸
局
の
野
俣
光
孝
局
長
を
講

師
に
迎
え
、
演
題
を
「
昇
龍
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展

開
」
と
し
て
講
演
。

　

中
部
北
陸
九
県
の
知
名
度
向

上
を
図
り
、
主
に
中
華
圏
か
ら

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
推
進
す
る
「
昇
龍
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
し
、
主
に
名
古

屋
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

野
俣
局
長
は
鉄
道
各
線
の
ア
ク
セ
ス

向
上
や
セ
ン
ト
レ
ア
専
用
ホ
ー
ム
新
設

に
よ
る
名
古
屋
駅
の
利
便
性
向
上
へ
の

早
期
取
り
組
み
の
必
要
性
を
強
調
。
ま

た
、
バ
ス
や
店
舗
の
営
業
時
間
延
長
に

よ
る
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
充
実
、
免
税
店

の
許
可
取
得
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
誘
致
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
お

も
て
な
し
充
実
な
ど
を
提
案
。

　

最
後
に
、
あ
ら
ゆ
る
日
本
を
体
験
で

き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
好
ま
れ
る
中
部
の

特
性
に
つ
い
て
語
り
、「
受
入
マ
イ
ン

ド
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。
是

非
ご
支
援
を
」
と
結
ん
だ
。

　

五
分
の
休
憩
を
挟
ん
で
、
午
後
七
時

頃
か
ら
の
第
二
部
で
は
、
セ
ピ
ア
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
前
田
義
和

氏
の
音
頭
で
乾
杯
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ

イ
ル
に
よ
る
立
食
形
式
で
の
中
華
晩
餐

を
交
え
た
親
睦
会
が
和
や
か
に
行
わ

れ
、
最
後
は
森
本
調
査
設
計
代
表
取
締

役
森
本
拓
也
氏
に
よ
る
一
本
締
め
で
中

締
め
が
行
わ
れ
た
。

　

次
回
の
東
海
財
界
倶
楽
部
は
、
十
二

月
に
忘
年
会
と
し
て
開
催
予
定
。

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日
、
第
五
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例

会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と

し
た
異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
中
部
運
輸
局
局
長
野
俣
光
孝
氏
が
、
演

題
を
「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展
開
」
と
題
し
て
講
演
。
親

睦
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

野俣光孝中部運輸局長

第５回「東海財界倶楽部」例会開催

昇龍道プロジェクトの
今後の展開


